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いしかわ教育ウィークでは、たくさんの方が参観や持久走

記録会の応援に来てくださいました。感謝申し上げます。 

持久走記録会では各自のめあてを達成できた児童が多かっ

たようです（天候により延期となった学年もありましたが、

後日無事に実施することができました）。授業参観のアンケー

トには「自分の子だけでなく、他の学年の様子も見ることで

きよかった」「みんながいきいきと授業を受けていた」「安心して楽しんで学んでいる様子が見えた」な

どのご意見をいただきました。今後も、「安心・安全な学校」になるよう職員一同取り組んで参ります。 
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プログラミング学習  
１１月２０日（水）に星稜大学の清水教授と学生の皆さんを招

いて、５，６年生のプログラミング出前授業が行われました。５

年生は EV３という自動車の動きを自分たちでプログラミングし、

スタートからゴールまで試行錯誤しながら車を見事に走らせてい

ました。６年生はドローン操縦と、AR（拡張現実）の技術で廊下

に出現した恐竜との記念撮影を体験しました。また、VR（仮想現

実）ゴーグルを装着し、作られた町で宝探しをするという活動も

でき、驚きながら技術の進歩を体感することができました。 

登下校の仕方について、今一度ご家庭でも確認を。 
また、危ない行動を見かけたらその場で指導をお願いします！ 

地域の方から、「歩道を歩かずに車道を歩いている児童がいる」「駐車場や敷地内を通る児童がいる」など、

児童の登下校の様子を心配される連絡が学校に入ることが増えています。 

また、登校中に走っていて転んでけがをする、といった事案も増えています。この場合、顔や頭をぶつけて出血

し、すぐに医療機関での受診が必要なケースも多く見られます。 

登下校時の歩き方については、継続して指導をしていますが、ご家庭でも今一度、お子さんが安全な歩き方が

できているかどうかを確認していただきたいと思います。なお、学校で特に指導しているのは次の点です。 

・横断歩道を渡る際には、車が止まったことを確認してから渡ること。 

・転倒したときに手をつけるように、ポケットに手を入れないこと。手に水筒や帽子などを持たないこと。 

（手が冷えるときは、手袋を着ける） 

・家屋の敷地や駐車場に入らないこと。 

・時間に余裕を持って登校し、歩道を歩くこと（車道を歩かない。縁石の上を歩かない。走らない）。  

また、電車通学に関連して北陸鉄道や、乗車する方、近隣住民の方から「乗車中に大きな声で騒いでいる」

「ホーム到着前に席を立っていて危ない」「ホームでふざけている」「線路近くに立ち入っている」など、児童の乗

車の様子を心配する連絡も多く入ってきます。 

学校でも定期的に、またその都度指導はしており、先日も電車通学の児童を集め、駅のホームでは「ふざけな

い」「停車前発車直後の電車に近づかない」「線路に物が落ちたときは自分で取ろうとせずに大人に伝える」、

乗車中は「立ち歩かない」「騒がない」「ふざけない」ことを特に指導しました。 

子どもたちの健やかな成長と安全を守ることは、学校だけでできることではありません。家庭はもちろん、地域

全体で見守り、危険なことは大人が責任を持ってその場で伝えることが大切です。地域の大切な子どもたちのた

めに、今後も、学校・保護者・地域が連携していけるようご理解とご協力をお願いいたします。 
 


